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この技術指針を作成するにあたっては、主に「自然を作る緑化工ガイド」（林野庁監修／財団法人林業土

木コンサルタンツ）及び「植栽基盤整備技術マニュアル（案）（建設省監修／財団法人日本緑化センター）

の文章及び表・図を改編して使用しており、本技術指針中の表・図には、「自然を作る緑化工ガイド」又は

「植栽基盤整備技術マニュアル（案）」と記載している。
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千葉県林地開発行為等に関する緑化技術指針 

 
 
Ⅰ 緑化技術指針の目的 

林地開発行為又は小規模林地開発行為（以下「林地開発行為等」という。）においては、災害の防

止や環境の保全など森林の有する公益的機能の維持が図られていることが必須であり、林地開発行為

等の施工により一時的に損なわれた森林の機能は、植栽や法面緑化（以下「緑化」という。）などに

より早期に回復させなければならない。 

一方、土石等の採掘・埋立などの林地開発行為等の施工地は、栄養分の少ない土壌や水分を保持で

きない斜面勾配など、植物の生育にとって厳しい環境条件であることから、計画どおりに緑化が進んで

いない施工地が見られる。 

このため、この指針では、林地開発行為等に係わる事業者に対し、林地開発行為等の施工地におけ

る望ましい緑化の方法を示すことにより、適切な緑化の実施を確保し、もって森林の有する公益的機

能の維持及び回復に資することを目的とする。 

併せて、この指針は、千葉県林地開発許可審査基準（平成２２年１０月１日施行）第２章第２－４

－１－（１）（のり面保護措置）及び同章第５－１－（１）－イ（造成森林及び造成緑地）に定める

基準の詳細を明らかにするものである。 
 
 
Ⅱ 緑化の基本方針 

  

 
 
 
 
 
 
 
 林地開発行為等の施工地は一様ではなく、また、同じ施工地内においても、土質の違いや法面の勾配・方向な

どのわずかな違いで、緑化の成否が異なる。 
 このため、事前に調査を行い、その施工地に適した適正な緑化計画を策定・実施することによって確実な緑化

を図り、災害の防止や環境の保全など森林の有する公益的機能を早期に回復させることが必要である。 
 
また、切土や盛土を行った後の土質や土壌硬度、又は水分の状況等により、選択した樹種や工法による緑化が

困難であると判断される場合には、随時緑化計画の変更を行うことが必要である。 
 

 さらに、早期の緑化を図るためには、外来草本の使用が効果的であるが、地域の自然環境との調和を図るため

には、在来の草本や木本類も適切に組み合わせて使用することが必要であり、また、環境省が公表している「要

注意外来生物リスト」に掲げられている種は使用しないなど生物多様性の保全にも配慮しなければならない。 
 

１．地形や土質の状況に応じた緑化を実施することにより、森林の有する公益的機能を早期

に回復させる。 

２．緑化のための事前の調査を実施し、適正な緑化計画を策定する。 

３． 地域在来種を導入するなど周辺の自然環境との調和を図り、生物多様性の保全に努める。 
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Ⅲ 緑化計画の策定の手順  

 林地開発行為等を行おうとする事業者は、「緑化の基本方針」に基づき、以下の手順に従って緑化計画を策定

するものとする。 

実施

（1）緑化のための事前
     の調査（開発前）

計画

（２）緑化計画の策定
    ・緑化目標の設定
　　・緑化植物の選定
　　・植栽基盤の造成
 　 ・植栽及び播種
　　・緑化植物の管理

植栽前の林地開発行為施行状況（植栽関係）届の提出
（千葉県林地開発行為等の適正化に関する条例第８条第３項）

林地開発行為等における緑化計画の策定と実施フロー

（５）植栽及び播種
　　　（植生工）

（６）緑化植物の管理
　　　　（植生管理工）

林地開発許可申請
緑化計画書の提出
（申請書に添付）

(図１)

（４）植栽基盤造成後
　　　の調査

林地開発行為等
開　発　計　画

林地開発行為等の
実　施

（３）植栽基盤の造成
　　　（緑化基礎工）

緑
化
計
画
の
変
更

(

随
時

)

※
必
要
に
応
じ
て
随
時
調
査
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（１）緑化のための事前の調査 

    調査は、自然的調査項目（表１）と社会的調査項目（表２）について調査を行うものとする。 
    なお、計画段階における切土法面の土質や硬度については、林地開発行為等の予定地近傍で露出して

いる斜面を調査して推定する。また、盛土を場外から搬入する場合には、搬入元の土壌について、肥沃

度や酸度（ｐｈ）の調査を行う必要がある。 

緑化計画を策定するため、林地開発行為等の予定地周辺の土地利用の状況や植生、

施工により生じる法面の勾配や土質、土地所有者の要望などについて既存の資料によ

る調査及び現地調査を実施する。 

既存資料 現地調査

土地利用状況 土地利用区分、
開発の度合

○
･周辺の景観との調和
･緑化の目的

･緑化目標の検討
･使用植物の検討

法規制の有無 自然公園法など
の法規制 ○

･使用植物に対する制約
･使用植物と工種の適性
･材料などの現地調達の難易

･緑化目標の検討
･使用植物の検討
･緑化基礎工、植生工の検討

景観の保全性 特徴在る景観、
展望性 ○ ○

･景観保全と斜面の安定性と
の接点

･緑化目標の検討
･使用植物の検討
･緑化基礎工、植生工の検討

土地所有者の
要望

緑化目標に対す
る要望

○
･緑化目的と要望の接点 ･緑化目標の検討

･使用植物の検討

「自然を作る緑化工ガイド」

表２　社会的調査項目

主な活用方法調査項目 調査細目
調査

着眼点

表１　自然的調査項目

既存資料 現地調査

地形 地形概略
○

･集水地形、地すべり、崩壊
跡、崖錘など、施工に注意
を要する地形の発見

･緑化基礎工などの施工の難易の判
定
･詳細な現地調査の必要性の有無

微地形
○

･凹地形(集水地形)の発見と
集水面積、流水･浸透水の量
と流下方向

･崩壊に対する対応、排水工の検討

･地すべり･崩壊跡地、崖錘
の発見

･地すべり、崩壊に対する対応の検
討

･斜面の地形的位置 ･施工の難易の判定

気象 霜柱の発生程度

○ ○

･土質、最大長、発生期間 ･侵食防止のための緑化基礎工を検
討
･侵食に強い植生工を検討
･侵食、乾燥防止のための手段を検
討
･施工時期の検討生育基盤 表土の厚さ

（造成前）
○

･表土の厚さ ･生育基盤の造成厚さの検討
･使用植物の選択

･表土の保存性 ･現地表土の活用の検討

表層土の物理的
性質 ○

･土壌硬度、保水性、通気性 ･生育基盤の安定性の検討
･生育基盤の造成厚さの検討
･導入植物の生育性の検討

表層土の化学的
性質

○
･PH、肥沃度 ･土壌条件の改善方法の検討

○
･斜面傾斜
･斜面長、面積、形状

･緑化の目標、斜面の安定性の検討
･斜面の安定性、排水処理対策の検
討

･斜面の方向（日照、乾湿
等）
･斜面の土質、硬度

･植物の生育予測とその改善方法の
検討
･植生工の検討

盛土材料の性質
○

･土質、PH、肥沃度
（必要に応じて有害物質）

･土壌条件の改善方法の検討

植物 周辺植生の種
類、群落構成

○ ○

･群落の分布、構成、特徴な
ど
･周辺に分布する先駆植物な
ど

･緑化の難易の判定
･使用植物の検討

周辺既施工地な
どの植物の生育
状況 ○

･傾斜、土壌条件、施工方法
などとの関係

･緑化の難易の判定
･使用植物の検討
･生育改善のための緑化基礎工の検
討
･植生工の検討
･将来の生育予測動物 動物害、病虫害

○
･周辺既施工地などの動物
害、病中害

･使用植物の選定、生育予測
･動物害対策

「自然を作る緑化工ガイド」

主な活用方法調査項目 調査細目
調査

着眼点

斜面（切土）の
形状、大きさ、
方向、土質、硬
度、など
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［参考］土壌硬度の測定 
     この技術指針における土壌硬度の値は、山中式土壌硬度計による指標硬度としている。 
    （長谷川式土壌貫入計を使用する場合には、適宜Ｓ値を山中式土壌硬度計の指標硬度に換算する。） 
   ○土壌硬度の測定方法 

 対象地基盤に植穴程度の深さの穴を掘削し、土壌断面に対して垂直に測定器を突き刺して数値を測

定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○土壌硬度と発芽・生育の関係 
  土壌の硬さ（土壌硬度）と生育の関係は、一般に山中式土壌硬度計の指標硬度が11～20mm前後におい

て最も良い発芽や生育状態を示し、26mm以上では不良になる。また、10mm以下の軟らかい場合は、土壌

の乾燥や表土の流出が起こり不良となる。  
 
   表３ 土壌硬度と発芽・生育の関係 

土壌硬度 発芽・生育の障害 

１０ｍｍ以下 乾燥のための発芽不良 

１１～２０ｍｍ 発芽・生育とも最良 
根系伸長、草丈などの成長量が大きい 

２１～２５ｍｍ 発芽・生育が良好 
外来草本植物は早期に衰退する 

２６～３０ｍｍ 生育不良、早期に衰退する 
土中への根系の侵入が困難 

３１ｍｍ以上 発芽・生育は困難 
                    「自然を作る緑化工ガイド」 
 
 ［参考］酸度（ｐｈ）の測定 

○酸度（ｐｈ）の測定方法 
土壌酸度（PH）の測定は、採取した土に蒸留水を注入撹拌したものにPH計の電極を入れて行うこと

とするが、簡易チェックとしては、携帯用の簡易測定器を用いる方法がある。 
○酸度（ｐｈ）の基準値 

土壌酸度は、土壌が示す酸性又はアルカリ性の反応の程度を表すものであり、化学的成育阻害の要因

となりうる異常の有無を判断するものである。 
   酸度（ph）の評価は下表のとおりであり、多くの緑化植物の場合、PHの値が４．５～８．０の範囲内

であれば支障なく育つといわれている。 
 
   表４ 酸度の評価 

植物の生育状況 PH 
不良 8.1以上 

可 6.9～8.0 
良 5.6～6.8 
可 4.5～5.5 
不良 4.5以下 

            「植栽基盤整備技術マニュアル（案）」 

(図２)  

山中式土壌硬度計 
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（２）緑化計画の策定 

   
緑化計画は、次の項目構成を基本とする。 

 
 
 
 
 

    
 
 

 
 ① 緑化目標の設定 
   事前の調査結果に基づき、下表より緑化目標及び目標タイプを設定する。 

地形の勾配等 緑化目標及び目標タイプ 

【緑化目標】高・中木性の植栽樹木が早期且つ継続的に生長すること。  

高木型（景観保全型） 

（主な樹種） 
 主林木：マツノザイセンチュウ抵抗性マツ 
      （アカマツ・クロマツ） 
      シラカシ、ツバキ、ヤマモモ等 
 肥料木：ヤシャブシ、ハンノキ、ネムノキ 等 
 
○主林木＋肥料木の組み合わせを基本とする 

 平坦～３０度未満 
     

造成森林 
 

 
 

【
目
標
タ
イ
プ
】 

高木型（木材生産型） 

（主な樹種） 
 主林木：スギ、ヒノキ、コナラ、クヌギ 等 
 肥料木：ヤシャブシ、ハンノキ、ネムノキ 等 
 
○主林木＋肥料木の組み合わせを基本とする 

【緑化目標】中・低木性の植栽樹木及び草本等により、早期に全面緑化されること。 
 ３０～４５度未満 

 

造成森林（小段） 

造成緑地（法面） 
【目標タイプ】低木・草本型 

（主な樹種） 
  ：シャリンバイ、アキグミ、ヤマハギ 等 
（主な草本） 
  ：イタドリ、ススキ（カヤ）、メドハギ 等 

【緑化目標】草本等により、早期に全面緑化されること。 ４５度以上 
 

 

造成緑地 
【目標タイプ】草本・ツル型 

（主な草本、ツル植物類） 
  ：イタドリ、ススキ（カヤ）、メドハギ 
   キズタ、アケビ、フジ類 等 

（注１） 「高木」は、通常の成木の樹高が３m以上、「中木」は通常の成木の樹高が2m以上、「低木」は
高木、中木以外の樹木をいい、竹類は除く。 

（注２） 「肥料木」は、ヤシャブシ、ハンノキ、メドハギ等の窒素固定機能などが優れ森林土壌の形成に
貢献する樹木をいう。 

（注３） 勾配が３０度未満の傾斜地について、植栽木が成長するまでの間、地表流下水により斜面が侵食
されるおそれがある場合には、斜面の被覆のため草本類の導入を併用する必要がある。 

緑化計画では、緑化のための事前の調査結果に基づき緑化目標を設定した上で、緑化

目標を確実に達成し、かつ施工地の環境に適した緑化植物の選定、及びその緑化植物の

特性にあった施工方法や管理方法について計画する。 

① 緑化目標の設定 
② 緑化植物の選定 
③ 植栽基盤の造成 
④ 緑化基盤造成後の調査 

⑤ 植栽及び播種（植生工） 
⑥ 植栽及び播種の時期 
⑦ 緑化植物の管理（植生管理工） 
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調査地A 調査地B 調査地C 　平均 調査地A 調査地B 調査地C 　平均
クスノキ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00
シキミ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00
シロダモ 4.2 0.0 0.0 1.4 0.04 0.00 0.00 0.01
アブラギリ 15.4 0.0 0.0 5.1 0.15 0.00 0.00 0.05
センダン 16.7 0.0 0.0 5.6 0.33 0.00 0.00 0.11
クロマツ 12.0 　　- 　　- 12.0 0.19 　　- 　　- 0.19
アカマツ 13.3 　  - 　  - 13.3 0.13 　  - 　  - 0.13
イチョウ 40.0 0.0 0.0 13.3 0.40 0.00 0.00 0.13
スギ 5.0 100.0 0.0 35.0 0.10 1.67 0.00 0.59
コナラ 26.7 32.1 61.1 40.0 0.27 0.32 0.67 0.42
ヒノキ 30.0 100.0 5.9 45.3 0.30 1.17 0.06 0.51
ケヤキ 100.0 82.8 11.8 64.9 2.20 0.97 0.12 1.10
ハゼノキ 89.5 　　- 　　- 89.5 1.32 　　- 　　- 1.32
ウメ 100.0 　  - 　  - 100.0 1.43 　  - 　  - 1.43
サクラ 100.0 　　- 　　- 100.0 2.63 　　- 　　- 2.63

樹種
食  害  発  生  率  （％） 食  害  指  数  平  均  値

② 緑化植物の選定 
緑化目標を確実に達成でき、開発予定地の気象条件や土地条件に適合している緑化植物を表５を参考に

選定する。 
なお、緑化植物の不適合は、生育不良の大きな要因となるため、緑化のための事前の調査結果と施工後

の状況が異なる場合には、使用する緑化植物の見直しを行う必要がある。 
 
表５  使用可能な木本種、草本種、つる植物の一例 

常緑樹 マツノザイセンチュウ抵抗性マツ（アカマツ、クロマツ） Ⅰ類 
：土壌条件

を選ばな

い樹種 

落葉樹 ヤシャブシ、オオバヤシャブシ、ハンノキ、ヤマハンノキ、ネムノキ、エノキ、 
クサギ、アカメガシワ、カラスザンショウ、ヌルデ 

常緑樹 シラカシ、マテバシイ、ウバメガシ、ツバキ、ヒメユズリハ、ヤブニッケイ、 
ヤマモモ、シロダモ、スダジイ、タブノキ、クスノキ、スギ、ヒノキ 

高･中木

性樹種 

Ⅱ類 
：土壌条件

を選ぶ樹

種 
落葉樹 コナラ、クヌギ、コブシ、サクラ類 

    常緑樹 シャリンバイ、トベラ、マサキ、ナワシログミ、ネズミモチ、ハマヒサカキ、 
ヒサカキ 

低木性

樹種 
      落葉樹 アキグミ、ヤマハギ、リョウブ、ウツギ、エニシダ、キハギ、ガマズミ、 

ハコネウツギ、ハコネニシキウツギ(タニウツギ)、イボタノキ 
      在来種 イタドリ、ススキ、トダシバ、メドハギ、ヨモギ 草本種 
      外来種 クリーピングレッドフェスク、ケンタッキー31フェスク、コウライシバ、 

ホワイトクローバー 
      常緑 キヅタ、サネカズラ、スイカズラ、テイカカズラ、ムベ つる植

物       落葉 ナツヅタ、クズ、アケビ、ミツバアケビ、サルナシ、ツルウメモドキ、ノブド

ウ、 
フジ類 

(注１)  高･中木性樹種のうち、Ⅰ類の樹種はあまり土壌条件を選ばないが、Ⅱ類の樹種は土壌条件
を選ぶため、特にスギ、ヒノキ、コナラ、クヌギ等の植栽に当たっては土壌を改良し、施肥
を継続的に行うなど、充分な植生管理が必要となる。 
低木性樹種以下は、あまり土壌条件を選ばないものを表示する。 

（注２） ｢特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（平成十六年六月二日法律第
七十八号）｣で規定する「特定外来生物」は使用せず、また、環境省で指定する「要注意外来
生物」(表21参照)の導入には充分注意すること。 

 
 ［参考］ニホンジカの食害を受けやすい木、受けにくい木 

     ニホンジカによる食害が発生している地域では、表６を参考に植栽樹種を選定する。 

表６ 樹種別のシカ食害の発生状況 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「千葉県におけるシカ食害の樹種間差」 岩澤勝巳（千葉県農林総研森林研究所） 

食害指数 ０：無被害、１：微害（ほとんど影響なし）、２：軽害（軽度の影響あり）、３：激害（重度の影響または枯損） 
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 ③ 植栽基盤の造成（緑化基礎工） 
    選定した緑化植物に適した植栽基盤の造成方法を（ⅰ）～（ⅴ）の項目を参考に計画する。 
       
    (ⅰ) 植栽基盤の厚さ 
     植栽基盤として、緑化植物の樹高に応じて、下表の厚さの有効土層を確保することとする。 

また、有効土層の底部に透水性が不良な層がある場合には、水が停滞することのないよう有効

土層の下に排水層を整備する必要がある。 
 

     表７ 植栽樹木の種類と有効土層の必要厚さ 
高木 低木 

樹高 
12ｍ以上   7～12ｍ   3～7ｍ 3ｍ以下 

芝生 
草花 

有効土層 
上層* 
下層** 

60㎝     60㎝        40㎝ 
40～90㎝   20～40㎝    20～40㎝ 

30～40㎝ 
20～30㎝ 

20～30㎝ 
10㎝以上 

 「植栽基盤の造成技術」((社)日本造園建設業協会、1995)より転載 
 

（注１）*上層とは、有効土層の内、養分や腐植を十分に含んでいる土層 

（注２）**下層とは、有効土層の内、腐植等は少ないが、根が伸びることのできる土層 

 
 
［参考］植栽樹木の樹高 
    植栽樹木の樹高は、表８を参考にする。 
  

表８ 樹種ごとの標準的な樹高 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樹　　　種 標準的な樹高 樹　　　種 標準的な樹高
アカマツ 15～35m シラカシ 15～20m
クロマツ 30～35m マテバシイ 15～20m

Ⅰ ヤシャブシ 10～15m Ⅱ ウバメガシ 5～10m
オオバヤシャブシ 5～10m (15m) ツバキ 5～10m (15m)
ハンノキ 15～20m ヒメユズリハ 5～12m (15m)
ヤマハンノキ 15～20m ヤブニッケイ 10～15m
ネムノキ 5～10m (15m) ヤマモモ 20～25m

類 エノキ 15～20m 類 シロダモ (15m)
クサギ 4～5m スダジイ 20～25m
アカメガシワ 5～10m タブノキ 15～20m
カラスザンショウ 15m クスノキ 15～25m
ヌルデ 5～10m スギ 30～40m

ヒノキ 30～40m
コナラ 15～20m
クヌギ 10～15m
コブシ 8～10m
ヤマザクラ 15～20m
オオシマザクラ 8～10m (15m)

注：・Ⅰ類、Ⅱ類は、表５の高・中木性樹種の分類
　　・樹高欄中の(  )の値は、大きいもの
表中の樹高は「有用樹木図説　林材編」（林　弥栄著）の書中の値である。　
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［参考］植栽基盤の構成 

植栽基盤は、一般に次の２つの部分から構成されている。 
 
  

  「有効土層」： 物理的、化学的に根の伸長を妨げる条件が小さく、根系が容易に伸長できる土

層で、一定の養分や水分を含んでいる。 
「排水層」 ： 有効土層の底部で水が停滞することのないように透水又は排水される状態にあ

る土層で透水性が不良の場合等には。この層の整備が必要となる。 
 
 

   ［参考］有効土層厚の判定 

        有効土層に適している土壌硬度は２０mm～１１mm（表３参照）であるが、土壌断面を指

で強く押したときの指跡のつき方でもおおよその土壌の硬度が判定できる。（表９の「軟ら

か」がこれに当たる。） 
 

表９ 有効土層厚の簡易な判定法（指跡判定） 
土の硬さの表現 土の断面の指跡 根の侵入の可否 有効土層か否か 

     固結 
     硬い 
   締まった 
    軟らか 
   膨軟すぎ 

移植ゴテがやっと入る 
指跡が残らない 

わずかだが指跡が残る 
明瞭な深い指跡が残る 
指を強く押すと崩れる 

多くの根が侵入困難 
根の発達が阻害される 
根系発達阻害樹種あり 
根の発達に阻害なし 
〃(低支持力、乾燥) 

否 
否 

どうにか有効土層 
有効土層 
有効土層 

現場で穴を掘り、その断面を指で押してみることにより指跡が残る土層がおおむね有効土層である

と判定される。 
 

（ⅱ）有効土層として使用する客土の確保 
   ａ) 客土は林地の表土など腐食に富んだものが望ましく、林地の掘削を行う際には、できるだけ、

表土をストックしておき、客土として使用する。 
   ｂ）客土の物理性を改善する場合は、表１０に示したようなバーク堆肥や木炭等の土壌改良材を混

入する。混入する量は、耕運される深さまでの土壌容量の２～３割とする。 
     
    表10 土壌改良資材の種類の一例 

    資材の種類           原料  用途(主たる効果) 

     泥炭 水ごけ、草炭等(ピートモス) 
 土壌の膨軟化 
 土壌の保水性の改善 

   バーク堆肥 
広葉樹等の樹皮を主原料として牛ふんおよび尿素を加えて
堆積腐熟したもの 

 土壌の膨軟化 

植繊堆肥、おが粉堆肥 木質繊維やおが粉を家畜糞尿と共に発酵熟成させたもの   土壌の膨軟化 

     木炭    土壌透水性の改善 

  ゼオライト 大谷石の粉末   土壌の保肥力の改善 

 バーミキュライト ひる石を粉砕し、高温加熱処理したもの   土壌の透水性の改善 

  パーライト 真珠岩、黒曜石等を粉砕し、高温加熱処理したもの   土壌の保水性の改善 

 ポリエチレンイミン系資材      有機化合物   土壌の団粒形成促進 

 ポリビニルアルコール系資材      有機化合物   土壌の団粒形成促進 

 
ｃ）強酸性地や塩類堆積地などにおいては、中和剤を混入する。なお、中和剤の効果は永続しない

ので、追加施肥する。（土壌の中和方法は、P9の[参考]を参照） 

植栽基盤＝有効土層＋（排水層） 
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［参考］有効土層の化学性の改善（中和）方法   

－「植生基盤ハンドブック」（（社）日本造園建設業協会）から改編－ 
 
   ○酸性土壌の矯正 
     酸性土壌を矯正するためには、一般的に炭酸カルシウムが用いられる。炭酸カルシウムは、石灰岩

を粉砕したもので効果が穏やかなうえに失敗がすくないため、もっともよく使われる。 
石灰資材の効果は、土質によって異なり、厳密にはそれぞれの土壌ごとに試験をして必要量を計算

して出すのが望ましいが、通常は下表により施用量を決める。 
     炭酸カルシウムの他には、生石灰や消石灰があるが、発熱し危険であったり利き目が強すぎたりす

る。また、貝化石、カキ殻は、価格がやや高い。 
 
     表11   10a、厚さ10cmの土壌のｐｈを１単位だけ中性よりに変化させる炭酸カルシウム量 (kg/10a) 

腐 植 含 量 
土 性 

乏しい (5%) 富む (5～10%) すこぶる富む (10～20%) 
砂 土 56 113 150 ～ 225 

砂壌土 113 169 225 ～ 300 

壌 土 169 225 300 ～ 375 

埴壌土 225 281 375 ～ 450 

埴 土 281 338 450 ～ 525 

          (注) 1 : 細土（孔径2mmのふるいを通過した土壌）中に含まれる粘土分（粒径0.01mm以下）の割合

が 12.5%以下を砂土、12.5～25％を砂壌土、25～37.5％を壌土、37.5～50％を埴壌土、50%

以上を埴土 

              2 : 消石灰、炭酸苦土を用いる場合は、上記の数字のそれぞれ0.74掛け、0.84掛けとする。 

       3 : 高木を植栽する地盤のように 80cm まで改良するとすれば、上記の数字の８倍の量が必要に

なる。 

                   

   ○アルカリ性土壌の矯正 
     アルカリ性土壌を矯正するためには、硫黄粉末を使う方法がある。硫黄粉末は土中で酸化して硫酸

に変わることによって土を酸性化するため、効果が現れるまでに20日～50日かかる。 
     土壌を酸性化させる資材には、この他に硫酸第１鉄や硫安、塩化カリウムの化学肥料及びピートモ

スがあり、硫黄粉末に加えて、これらを総動員することにより総合的に改良するのも１つの考え方で

ある。 
施用量は下表が目安となるが、適当な間隔でphを測定することによって施用量を決めるのが正しい。 

 
      表12    １㎥の用土のphを１単位下げるために必要な薬品の施用量 

薬品名 施用量 注意点 
硫黄華（イオウの粉末） 1kg 効果発揮まで長時間かかる 
硫安 2kg 強い肥料なので数回に分けてやる 
硫酸第１鉄 10kg 効果は即効性 
ピートモス 大量に必要 無調整のものを使用 

                     「ガーデンシリーズ シャクナゲその種類と栽培」 
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（ⅲ）客土の施工 

  （砂利採取跡地や残土埋立地の平坦部） 
面的に客土を行う場合は、重機類による転圧は避けられないため次の対策を行う。 
ａ） 覆土等が粘質土である場合は、砂土等とよく混合・耕耘し、粘質土だけの層をつくらない。 

     ｂ） 表層がすでに固結状態にある場合は、ミニバックホウで２～３回深く耕耘し砕土する。 
その後、トラクターによるロータリー耕耘を行い、土塊をより細かくし、併せてバーク堆肥や木

炭等の土壌改良剤を混入する。（土壌改良資材については、表10を参照） 
 

   （残土埋立地等の盛土法面） 
    盛土法面に点状に客土を行う場合には、苗木の根が十分に広がるよう直径３０cm以上の植穴を掘

り、肥料や土壌改良材を混ぜた土壌を客土する。（肥料等の使用量は、P14の[参考]を参照） 
 
 （図３）

正 面 図

側 面 図

点状客土方式（50cm程度の苗木を2,500本/ha植栽する場合）

０．３m以上

客土

２．０m

２
．

０
m
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（ⅳ）排水不良の対策 
   植栽地が集水地形とならないように土砂等の採取工法等を計画することが必要であるが、植栽予定地の

有効土層の下層部に雨水等が滞水し、加湿により植栽木に影響を及ぼすおそれがある場合には、以下の対

策を検討する。 
ａ） 残土の埋立等の盛土施工地では、暗渠排水施設を設置する。 

       ｂ） 土石の採取地等有効土層の下に固結層がある場合には、集水溝、浸透溝（ます）を設置する。 
(（図4-1）～(図4-3)を参照） 

           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               （建設省土木研究所・日本造園業協会 1995）を転載 

(図4-1) 集水溝構造法 

（集水溝は深さ60～70cm、集水溝の面積の合計が平坦部分の植栽地面積の10％程度とする。） 

(図4-2) 浸透溝（ます）構造法 

（浸透溝（ます）は深さ2.0～3.0m、幅1.0mとする。） 

(図4-3) 縦穴排水法 

（縦穴は植栽木ごとに直径50～60cm、深さ1.5～3.0mとする。） 
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（ⅴ）小段植栽のための植栽基盤の整備 
     勾配が４５度未満の法面の小段には、原則として木本類の植栽を行う。また、斜面が岩盤で基材吹付

工等により法面の緑化を行わない場合には、小段につる類を植栽し法面を被覆する。 
小段に植栽を行う場合においては、小段部の土壌硬度が２５ｍｍ以下で土中への根系の進入が可能な場

合には、小段部に植穴を掘り客土して植栽を行う。 
また、土壌硬度が２６ｍｍ以上で地山の土質が固い場合には、柵工などの緑化基礎工を併用するなどし、

植栽のための生育基盤を整備する。 
なお、植栽により小段部を崩壊させないためには、小段に萱（ススキ）株工を施工し、地表流下水を分

散させるなどの工法（筋工）や、地表流下水を基層に浸透させないための水路工の設置などが考えられる。 
なお、小段に水路を設置する場合は、浮き水路や目地からの水漏れがないよう適切な施工と、水路内の

土砂上げなど定期的な維持管理が必要であり、これらが可能な場合に水路工を設置するものとする。 
 
    表13    小段等斜面植栽のための主な緑化基礎工 

種 類 形 態・特 徴 適  用 

編柵工 
（図5-1） 

杭木に丸太、壁材に萌芽性のある広葉樹の帯梢を用いる工種。現

地周辺で材料が入手できれば施工が容易で安い経費で実施できる 
杭木が入る土砂

の斜面 
丸太柵工 

(図5-2) 
杭木、壁材に丸太を用いる工種。編柵工より耐久性がやや大きい。

材料に重量があるため、運搬にやや難点がある。 
  同上 

板柵工 
(図5-3) 

杭木に丸太、壁材に板材を用いる工種。丸太柵工より耐久性に劣

るが、材料が軽量で施工性がよい。 
同上 

植生土のう工 
(図5-4) 

種子、肥料が装着してある植生土のうを数段積み、筋状に配置し

て緑化する工種。無土壌地や硬質土壌地でも可 
止め釘が入れば

岩盤地でも可 
   

(図5-1)

編柵工

杭木

1
.5

0

1.
0
0

0
.5

0

植栽木草株（萱株等）

帯梢

挿し木

「自然をつくる緑化工ガイド」 

(図5-2)

丸太柵工

杭木

吸出し防止材1
.5

0

1.
0
0

0.
5
0

植栽木草株（萱株等）

横丸太

(図5-3)

板柵工

杭木

吸出し防止材1.
5
0

1
.0

0
0.

5
0

植栽木草株（萱株等）

横板

(図5-4)

植生土のう工

0.
3
0

植栽木
つる植物類

植生土のう

止め釘
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④ 植栽基盤造成後の調査 
植栽基盤の造成完了後、作成した緑化計画どおりに植栽及び緑化することができ、かつ当初の緑

化目標を確実に達成できる状況であるかどうかを確認するため、下表の項目について調査を実施する。 
    調査の結果、生育阻害要因等問題点が明らかになった場合には、植栽基盤の再造成や策定した緑

化計画の変更を行う。 
    なお、植栽をしようとするとき（植栽基盤の造成後）は、千葉県林地開発行為等の適正化に関す

る条例（平成22年3月26日 千葉県条例第4号）第８条第３項により、林地開発行為施行状況（植栽

関係）届を提出すること。 
 
   表14 植栽基盤整備後の調査の項目 

調査対象 調査項目 
調査の視点 
（調査方法） 

左欄に適合して 
いない場合の対応 

土層厚 植栽樹木の規格に適合した有効土層厚が確

保されているか 
（試掘による測定） 

客土 

Ｐ７参照 

土壌硬度 土壌硬度が25mm以下であるか 
（山中式土壌硬度計による測定） 

耕転 
Ｐ10参照 

ｐｈ（酸度） ｐｈが、4.5～8.0の範囲内であるか 
（簡易ｐｈ計による測定） 

客土・中和 
Ｐ９参照 

排水性・ 
透水性 

有効土層に透水性があるか、有効土層の下

部が滞水しないか 
（植穴湛水試験の実施） 

排水層の確保、排水施設の

整備、耕転 
Ｐ11参照 

植栽予定地の

有効土層 
 

養分の状況 適度な養分が含まれているか 
（植生観察、土色） 

施肥、有機質改良材の混合 
Ｐ８参照 

土質 想定した土質であるか 
（目視、指蝕） 

工種の再検討 
Ｐ15参照 

勾配 計画どおりの勾配であるか 
(勾配器（スラント）による測定) 

工種の再検討 
Ｐ15参照 

土壌硬度 選択した工法に適合した土壌硬度であるか 
（山中式土壌硬度計による測定） 

工種の再検討 
Ｐ15参照 

乾燥の状況

（日当たり） 
斜面の乾燥が著しくないか 
（目視） 

工種の再検討・客土（基材）

吹付け厚の再検討 
Ｐ15参照 

緑化予定地の

斜面 

凍結の状況 斜面表面に凍結・融解による剥離がないか 
（目視） 

工種の再検討 
Ｐ15参照 

 
［参考］植穴湛水試験による透水性の測定 

   植穴内に水を深さ２０㎝程度入れ、その水位の低下を１時間、２４時間後、４８時間後に測定し透水

性を調査する。 
一般に２４時間後に底部に水が確認できない場合、透水性は良好とされている。２４時間経過後に水

が滞水している場合について、その排水性を検討対象とすべき目安とする。 
 
 
 
 
 
 
 

 

図５ 植え穴への湛水による透水性の試験 

 

(図６) 植穴への湛水による透水性の試験 

「植栽基盤整備技術マニュアル（案）」 



 14 

⑤ 植栽及び播種（植生工） 
  森林の有する公益的機能を早期に回復させるため、緑化植物及び生育基盤に応じた植栽及び播種方法に

ついて以下の項目を参考に計画する。 
 
 (ⅰ) 苗木植栽工 

ａ） 養生苗木、ポット苗木等を植栽する工種で、土壌硬度２５mm以下の軟らかい土壌に適用する。 
ｂ） 養分条件、水分条件が不良な場合には、植栽工の実施に併せて、施肥、客土、土壌改良材などを用

いる。 
ｃ） 植栽地の傾斜が３５度以上の箇所に対しては、将来倒れたり、崩れを誘発する危険性があるので、

高木性樹木の植栽は避ける。 
ｄ） 植穴を掘り苗木を植栽する場合には、苗木の規格に合わせた植穴（５０ｃｍ以下の苗木では、直径

３０ｃｍ、深さ３０ｃｍ以上）を掘り、植穴内で苗木の根を十分に広げて植栽する。 
ｅ） 勾配が３０度未満の傾斜地（主に盛土斜面）について、植栽木が成長するまでの間、地表流下水に

より斜面が侵食されるおそれがある場合（概ね１５度以上の斜面）には、斜面の被覆のため植栽に

併せて種子散布工や植生シート工などにより草本類の導入を併用する。 
 
      
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［参考］苗木植栽時の土壌改良材及び肥料の使用量 

      掘削土又は良質客土等に混入する土壌改良材及び肥料の使用量は、以下の量を参考にする。 

 

    （苗木１００本当たり）   ※苗木は50cm程度のもの 

     ・バーク堆肥（樹皮）     ２００ｋｇ 

     ・肥料（N・P・K=15・10・7）    ５ｋｇ（肥料木を混植しない場合等） 

 

(図７) 苗木の植栽方法 

「自然をつくる緑化工ガイド」 
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（ⅱ）播種工 
   ａ） 勾配が４５度以下の切土法面（主に土砂による斜面）においては、風化等による斜面の崩落を防止

するため、植生シート工又は客土吹付工などにより斜面を被覆し早期緑化を図る。 
   ｂ） 勾配が４５度を超える切土法面（主に岩盤による斜面）においては、植栽マット工又は基材吹付工

により緑化を図るものとする。 
なお、播種工による斜面の被覆を行わない場合は、小段へのつる類の植栽により緑化を図るものと

する。 
   ｃ） 勾配が３０度未満の盛土法面においては、植栽工を行うこととしているが、地表流下水による土砂

の流出を防止する必要があるため、概ね１５度を超える斜面では、植栽工と併せて種子散布工又は植

生シート工などの播種工により斜面を被覆する。 
 

表15 主な播種工の種類と適用 
種類（工種） 形態・特徴 適    用 

盛土法面 ○ 種子散布工 
（図８－１） 
 
 
 
 
 
 
 
 

種子とファイバー類（木質材料）、侵食防

止材、肥料などを水と混合して、ハイドロシ

ーダーにより斜面に散布する工法。 
切土法面 表層土部分など植物の生

育が可能な土壌を有する

斜面 
土壌硬度では、砂質土

25mm以下、粘性土23mm
以下に適用 
砂利採取地の良質な砂の

層や凍結する斜面など風

化が著しい斜面は不向き 
盛土法面 ○ 植生シート工 

（図８－２） 
種子・肥料などを装着したシート状の被覆

材（植生シート）を目串などで地表に密着さ

せながら張り付ける工法。被覆材には、わら、

むしろ、不織布、薄綿つきネットなどがある。 

切土法面 
 
 

土壌硬度25mm以下の良

質土で、平滑に整形され

た斜面に適用 

盛土法面 ○ 植生マット工 
（図８－３） 

 種子、肥料、土壌改良材、有機質資材を装

着したマット状の被覆材（植生マット）をア

ンカーや釘などで固定しながら、張り付ける

工法。植生マットは、植生シートより材質が

厚く、また、樹脂ネットや袋上の繊維で補強

されているので、強度が高く侵食防止機能も

高い。 

切土法面 土壌硬度30mm以下に適

用 
製品によっては、軟岩斜

面への適用も可 

客土吹付工 
（図８－４） 

 土壌を主体とする植生基材に、種子、肥料、

土壌改良材、接合材などを混合し、ポンプ式

吹付機を用いて斜面に吹き付ける工法。 
（吹付厚1～3cm 厚いものでは10cm以上） 

切土法面 植物の生育が可能な土

壌が存在する軟質な切

土斜面 
吹付厚を増やすと土壌

硬度25mm以上の土砂や

風化の進行が早い軟岩

斜面にも可 
基材吹付工 
（図８－４） 

 植生基材の主材料が有機質資材（バーク堆

肥、ピートモスなど）であることと、吹き付

けにモルタル吹付機を使用するところが、客

土吹付工と異なる。（吹付厚3～10cm） 

切土法面 主として岩盤など無土

壌斜面に適用 

       
   ［参考］「張芝工」と「植生シート工」 
      「張芝工」は、整地して適度に締め固めた平坦地又は緩斜面に「切芝」を置き、芝と芝の間に目土

を入れた後に、板などで叩いて地面に密着させて目串で固定する工種である。 
       一般に「わら芝」など植生シートを使用した施工を「張芝工」と称している場合があるが、この

緑化技術指針では、「張芝工」と「植生シート工」は別の工種としている。 
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［参考］主な播種工の施工方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※基材吹付工では、吹付けにモルタル吹付け機を使用する。 

 

 植生シート工 

植生マット工 

客土（基材）吹付工 

(図8-2) 

(図8-3) 

(図8-4) 

(図8-1) 

種子散布工 

「自然をつくる緑化工ガイド」 
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 ［参考］播種量の算出 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ○発生期待本数（Ｂ）：草本のみを播種する場合の発生期待本数は、通常5、000～10、000本／㎡とする。 
             木本群落の早期成立を目標とする場合の発生期待本数は、主構成主1、000～1、500 

本／㎡、補助種500～1、000本／㎡、草本種200～500本／㎡程度が目安とされる。 
   

○単位粒数（Ｂ）、発芽率（Ｃ）：以下の表を参考とするが、表21に示した要注意外来生物（緑化植物）に

ついては、使用に注意が必要である。 
 
  表16  在来草本類の発芽率及び粒数 

 
 表17 外来草本類の発芽率及び粒数 

種　　名 発芽率(％) 単位粒数(万粒/kg)

ヨモギ 50～80 高　350～400　　治　410

ヤマヨモギ(オオヨモギ) 50～80 高　150～200

オトコヨモギ 40～70 高　140～180　　治　130

イタドリ 20～60 高　50～60　　　治　54

オオイタドリ 高　50～60

カヤ(ススキ) 20～70 高　850～870　　治　870

イワノガリヤス 40～80 高　350

ノシバ 30～80 本田ひとし　1,610～1,850

メドハギ 60～80 高　60～70

(注)｢高｣は高速道路調査会(1972)、｢治｣は治山調査会(林野庁監修1970)による。

（算出式）

Ｗ ： 単位面積当たりの播種量（ｇ/㎡）
Ａ ： 単位面積当たりの発生期待本数（本/㎡）
Ｂ ： 単位重量当たりの種子の粒数（粒/ｇ）
Ｃ ： 使用種子の発芽率（％）
Ｄ ： 立地条件に対する補正値
Ｅ ： 植生基材の厚さに対する補正値
Ｆ ： 施工時期に対する補正値

Ｗ＝
Ａ

Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ

※は、要注意外来生物

種　　名 純度(％) 発芽率(％) 単位粒数(万粒/kg)

バミューダグラス 97 85 3,530

ケンタッキーブルーグラス 85 80 3,850

グリーピングレットフェスク 96 80 1,130

チューイングフェスク 96 80 1,130

※トールフェスク 97 85 440

※オーチャードグラス 85 80 1,180

※イタリアンライグラス 98 90 490

※ペレニアルライグラス 98 90 500

レッドトップ 90 80 11,000

サンドラブグラス 70 65 3,500

※チモシー 99 85 2,710

リードキャナリーグラス 96 60 1,200

マウンテンブローム 300　　三原進

サブタレニアンクローバー 99 90 150

ホワイトクローバー 96 90 1,500

ラジノクローバー 1,800　　林業試験場

レッドクローバー 720　　　林業試験場

（新田伸三、小橋澄治　1968）
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 表18 木本植物の発芽率及び粒数 

 
 ○立地条件に対する補正値（Ｄ）：表19により補正を行う。  
 
 
 
 
 
 
 ○植生基材の厚さに対する補正値（Ｅ）：植生基材の厚さに応じて発芽できないロスが生じるので、厚さに応

じて割り増しする。 
 
 ○施工時期に対する補正値（Ｆ）：関東地方における補正値の目安は表20を参考にする。 
 
 
 
 
 
 
 
［参考］要注意外来生物 

要注意外来生物は、外来生物法の規制対象

となる特定外来生物や未判定外来生物とは異

なり、外来生物法に基づく規制（植える・撒

くことの禁止等）が課されるものではないが、

環境省では、これらの外来生物が生態系に悪

影響を及ぼしうることから、適切な取扱いが

必要であるとしている。 

表21は、要注意外来生物の内、一般に緑化

植物として使用されているものであり、特に

自然度の高い地域では、使用を控えなければ

ならない。 

「自然をつくる緑化工ガイド」 

「自然をつくる緑化工ガイド」 

表 19  立地条件と補正値
勾配 0.9 1.0
土質 0.9 1.0
方位 0.8 1.0
降水量 0.7 1.0

５０度以上
硬岩
南向

５０度未満
その他
その他

1,000ｍｍ未満 1,000ｍｍ以上

表20   施工時期と補正値
施工時期 草本植物 木本植物
３～６月 1 1
７～８月 0.8 0.7
９月 1 0.5

10月～11月 0.7 0.5
12月～2月 0.9 0.8

表21  要注意外来生物（緑化植物）
イタチハギ（クロバナエンジュ）
ギンネム
ハリエンジュ(ニセアカシア）
トウネズミモチ
ハイイロヨモギ
シナダレスズメガヤ（ウィーピングラブグラス）
オニウシノケグサ（トールフェスク）
カモガヤ（オーチャードグラス）
シバムギ

ネズミムギ・ホソムギ
（イタリアンライグラス・ペレニアルライグラス）

キシュウスズメノヒエ
オオアワガエリ（チモシー）

※は要注意外来生物
備考
外来

〃

〃

在来

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（注）北村文雄、堀内保夫(1975)、森は森林家必携(1965)による。

40～60

ヤ マ ハ ギ

ア キ グ ミ

オ オ バ ヤ シ ャ ブ シ

エ ニ シ ダ

ヤ シ ャ ブ シ （ ﾐ ﾈ ﾊ ﾞ ﾘ ）

ヒメヤシャブシ（ﾊｹﾞｼﾊﾞﾘ）

ヤ マ ハ ン ノ キ

ミ ヤ マ ハ ン ノ キ

シ モ ツ ケ

ウ ツ ギ

タ ニ ウ ツ ギ

オ オ シ マ ザ ク ラ

ア カ マ ツ

ク ロ マ ツ

9～10

3～4

森4.7

14～15

15～16

5～6

70～80

75～80

400～450

森0.79

10～12

100～110

130

70～75

800～850

40～60

20～60

30～60

1,500～1,600

20～50

木 　　本　　名

40～70

50～90

40～80マ ル バ ハ ギ

※イタチハギ（ｸﾛﾊﾞﾅｴﾝｼﾞｭ）

※ニセアカシア（ﾊﾘｴﾝｼﾞｭ）

30～60

20～50

発芽率（%） 平均粒数（万粒/kg）

30～50

10～20

10～15

40～70

8～10

50～80
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⑥ 植栽及び播種の時期 
  植栽及び播種の時期は、植栽基盤造成が完了する時期を考慮し、表22を参考に緑化植物が健全に生産

する時期に計画するものとするが、植栽時期は３～４月が最も適している。 
 

   表22 植栽及び播種の時期 
施工時期 植物の生育などへの影響 

春期 ・特別な阻害要因はなく、発芽や活着、生育に対して適期である。 
・年間を通じ最も好ましい時期である。 

梅雨期 ・種子や肥料の流亡、生育基盤の侵食が生じやすい。 
・梅雨期後半に施工すると夏期に枯損しやすい。 

夏期 ・乾燥害により、発芽、活着が不良になりやすい。 
・在来草本植物と木本植物は発芽しても生育不良になるものが多い。 
・冬期までに大きく育たないと越冬できない場合がある。・ 

秋期 ・播種の場合、発芽や生育が不良になるものが多く、冬期までに大きくならないと

越冬できない場合がある。 
・植栽の場合、寒冷地では秋期の施工が良いことが多い 
・降雨による侵食が生じやすい。 

晩秋期 ・外来草本植物は発芽するが、冬期までに大きくならないので基盤の侵食を受けや

すく、また、乾燥、低温、風衝害などで越冬が困難になる。 
・在来草本植物と木本植物は発芽しない場合が多いので、冬期に種子や肥料が流亡

したり生育基盤の侵食を受けやすい。 
冬期 ・霜柱や凍上による種子や肥料の流亡、生育基盤の侵食が生じやすい。 

・乾燥、低温、風衝などの障害を受けやすい。 
 「自然をつくる緑化工ガイド」 
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⑦ 緑化植物の管理（植生管理工） 
   植栽及び播種後の管理として、植物の生育状況に合わせて、緑化目標が達成されるよう植生管理工を

計画する。 
   植生管理工には、1.初期段階で行うもの、2.緑化目標が達成される過程で行うもの、3.緑化が達成され

た後に行うものがあるが、施肥、下刈り、つる切り等の植生管理工は、植栽完了後３年以上計画するも

のとする。 
 

 （ⅰ）生育の初期段階で行うもの・・・追肥、補植、追播（種）、除草・下刈り等 
 （ⅱ）緑化目標が達成される過程で行うもの・・・補植、下刈り、つる切り、除伐等 
 （ⅲ）緑化目標が達成された後に行うもの・・・下刈り、つる切り、除伐、芽かき等 

 
［参考］施肥（追肥）の基準施肥量 

     施肥（追肥）量は、表23を基準に決定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［参考］下刈り、つる切り、除伐等の実施時期と実施方法 

    下刈り、つる切り、除伐等の植生管理工については、表24を参考に計画する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

（ア) 下刈り・つる切りの方法等 
下刈り・つる切りは、植生の繁茂状況等に応じて適切な時期及び作業方法により行うこととします。 

（イ） 除伐の方法等 
除伐にあたっては、目的外樹種であっても、その生育の状況、公益的機能の発揮及び将来価値を勘

案し、有用なものは保存し育成することとします。 
 

「千葉県（北部）（南部）地域森林計画書」から抜粋 

表23　施肥（追肥）の基準施肥料 単位：ｇ／本

窒素 りん酸 カリ 窒素 りん酸 カリ 窒素 りん酸 カリ

Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ Ｎ Ｐ2Ｏ5 Ｋ2Ｏ

針葉樹類 8～10 5～8 4～6 10～15 10～12 8～10 15～20 10～15 8～10

広葉樹類 8～10 5～10 5～10 10～15 10～15 10～15 15～20 15～20 10～15

花木類 8～10 10～15 5～10 10～15 20～25 15～20 15～20 25～30 15～20
「緑化地の土壌改良」（日本緑化センター、1987）を再編

樹種

苗木 幼木 成木

表24　保育の標準的な方法

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

下 刈 り ② ② ○ ○ ○ △

つる切り ○ ○

除 伐 ○ ○

下 刈 り ○ ○ ○ △

芽 か き ○ ○

除 伐 ○

下 刈 り ○ ○ ○ ○ ○ △

芽 か き ① ②

注）　1
2
3

下刈りの②は、必要に応じて２回実行することを示す。
○は１回実行、△は必要に応じて実行することを示す。

マテバシイの芽かきの①では、残すぼう芽枝の本数を6～10本に、②では同じく3～
4本にする。

ス　ギ
ヒノキ
マ　ツ

クヌギ
コナラ

ﾏﾃﾊﾞｼｲ

ぼう芽更新し、胸高
直径10～16cmで伐採
するシイタケ原木林
の場合

実 施 林 齢 ・ 回 数
保育種類 樹　種 備　　　考
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［参考］緑化の生育阻害の要因と対策法 

    緑化植物の生育不良については、表25及び表26を参考に、対策を行う。 

   表25 地上部における生育阻害の要因と対策法 
  阻害要因 被害名称 出現箇所         対策法 

①降雨過少 干 害 砂利採取地等  灌漑 

②降雨過多 湿 害 集水地形、固結地盤等  集水地形の排除、排水工等 

③土壌凍結＋北風 寒風害 北向き斜面等  植栽地北側に防風工等 

④樹体凍結＋直射光 凍 害 窪 地  東～南向き根元付近の遮光等 

⑤管理不良 － ほぼすべての箇所  下刈り、つる切り、補植等 

（注） 生育不良地の多くが管理不足によるもので、特に植栽後の維持管理を充分に行う必要がある。 
  

   表26 地下部（土壌）における生育阻害の要因と対策法 
阻害要因 出現箇所 問題点 対策法 

①固結 転圧された切土地及び埋立地等 
根系不良 
過湿害 

耕耘、客土 

②排水不良 
集水地形、表層近くの地盤が固結

又は透水不良地等 
過湿害 排水、耕耘、改良材混合 

③通気・透水不良 
粘質土、転圧された埋立地、礫質

切土面、 埋立地等 
過湿害 排水、耕耘、改良材混合 

④有効水分不足 
砂質土(但し浅い層に固結層があ

ると過湿になる) 
乾燥害 改良材、マルチング 

⑤養分不足 ほとんどの対象地 
葉色不良 
生育不良 

施肥、有機質改良材混合 

⑥土性不良 
 礫質、 砂質、粘土質土壌の対象

地 
乾燥害 
過湿害 

客土、改良材 

⑦強酸性  残土埋立地、廃棄物埋立地等 生育障害 客土、中和 

⑧強アルカリ性  残土埋立地、廃棄物埋立地等 生育障害 客土、中和 

⑨有害物質の存在  残土埋立地、廃棄物埋立地等 生育障害 除去工法＋客土 

（注１） 砂利採取地の調査では、特に①、②、③、⑤、⑥の不良要因が多い傾向であり、土壌表層5～30
㎝のみがかろうじて膨軟な状態で、その下層は固結状態にあるため、植栽木の根系が分布する表層

土壌は気象状況によって過乾と過湿が繰り返えされるため樹木の生育不良の要因となっている。 
（注２) 「客土」は対象地によっては「覆土」と読み替えること。 
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Ⅳ 各種開発行為跡地における具体的な施工事例 

（１）砂利採取跡地 

    ①法面部 

・ 切土法面は風化や雨水による侵食

の恐れがあることから、整形後速や

かに法面全体を播種工（表15参照）

により着実に早期緑化する。 

  なお、種子散布工は良質の砂層や

凍結・融解など表面が風化しやすい

斜面には不向きであり、近傍地の同

様の斜面の緑化成績を参考に使用

の可否を検討する必要がある。 

・ 植生シート工の場合は、目串としてヤナギ類、アキグミ等の発根性の高い樹種を可能な限り使用す

る。 
・ 日当たりが良く乾燥が著しい場合は、保水性がある植生マット工又は、客土（基材）吹付け工を選

択する。 
・ 小段に植栽する場合は、小段部の土壌硬度が２５ｍｍ以下の場合は、点状に植穴を掘り、客土及び

施肥を行い中・低木性樹種（表５参照）を植栽する。（小段部に列状に植穴を掘ると、地表流下水が

浸透して小段が崩壊する恐れがある。） 
また、土壌硬度が２６ｍｍ以上の場合には、小段部に柵工等の緑化基礎工（表13参照）を施工し、背

面にバーク堆肥等の土壌改良資材を混入した客土及び施肥を行う。 
    ・ 小段部には、地表流下水を分散し小段の侵食を防止するため、萱株の植栽を行うと効果的である。 

 
      ② 平坦部 
      ・ 平坦部においては、植栽樹木の規格に則した有効土層厚（表７参照）を確保するとともに、有効土

層の下部が滞水するおそれがある場合には、排水層の設置又は排水不良の対策（図4-1～図4-3参照）

を実施する。 
      ・ 平坦部における緑化目標は高木型（高・中木性樹種）に設定するものとする。使用樹種は表５を参

照し、特に高木性樹種主体の構成とする。 
      ・ 造成前の表層土を使用した客土および施肥を行うものとする。 

 
（２）岩石採取跡地 

       ①法面部 
       ・ 切土法面は可能な限り「（１）砂利

採取跡地 ①法面部」に準じるものと

するが、播種工（表15参照）による緑

化が困難な場合は、小段へのつる植物

の植栽（表５参照）による緑化を図る

ものとする。 
         小段の植栽、緑化植物については、

「（１）砂利採取跡地 ①法面部」に

準じるものとする。 

     ②平坦部 
     ・「（１）砂利採取跡地 ②平坦部」の施工法に準じるものとする。 

(図9-1)

４５度の法面（切土）の緑化（砂利採取地）

植生シート工
客土吹付工等

４５度以上の法面（切土）の緑化（岩石採取地）
（播種工により法面緑化を行わない場合）

(図9-2)

つる植物類

植生土のう工
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（３）残土埋立地 

       ①法面部 
      ・ 勾配が３０度未満の盛土法面は、点状に客土を行い高木型の樹種（表５参照）を植栽するとともに、

概ね１５度を超える法面においては、表面流下水による土砂の流出を防止するため、播種工（表15参
照）を併用するものとする。 

    ・ 勾配が３０度以上の盛土法面は、播種工（表15参照）を行うとともに、小段部に中・低木性樹種

（表５参照）を植栽する。 
    ・ その他は、「（１）砂利採取跡地 ①法面部及び②平坦部」に準じるものとする。 

    ②平坦部 
      ・ 土壌の酸性度をあらかじめ調査するものとする。 
      ・ その他は「（１）砂利採取跡地 ②平坦部」の施工法に準じるものとする。 
 
（４）廃棄物埋立地 

     ①法面部 
    ・ 盛土法面は「（３）残土埋立地」により施工するものとする。 

     ②平坦部 
    ・ 植物の生育に有害なメタンガス等の発生がある場合には除去対策を行う。 
      ・ その他は「（１）砂利採取跡地 ②平坦部」の施工法に準じるものとする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              （苗木を2,500本/ha植栽する場合） 

(図9-3)

３０度の盛土法面の緑化（残土、産業廃棄物の埋立て）

植栽木

客土+施肥

種子散布工
植生シート工等

３０度未満の盛土法面の緑化（残土、産業廃棄物の埋立て）

(図9-4)

種子散布工
植生シート工等

植栽木

客土+施肥

2.00
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緑 化 計 画 書 

１．林地開発行為の概要 

住 所  
事 業 者 の 住 所 ・ 氏 名 

氏 名  

開 発 行 為 の 目 的  

開発行為に係る森林の所在場所  

開発行為に係る森林の土地の面積              ヘクタール 

造 成 森 林 の 面 積              ヘクタール  

 造 成 緑 地 の 面 積              ヘクタール 

 

２．事前の調査結果 

地 形 （概略・微地形） 

気 象 （霜柱の発生程度）                          回／年 

厚さ：(平均)      cm    

       cm～     cm 

土壌： (平均)      mm     

硬度      mm～   mm  

酸度：(平均)       

(ph)         ～ 

保水性： 良 ・ 普通 ・ 不良 養分の状況： 多 ・ 普通 ・ 少 

 活用の有無：    有（約       ㎥） ・ 無 

表土の 

状  況 

(造成前) 表土活用 

の 検 討 
 活用の方法 

勾配：   度～  度
 

斜面長：  ｍ～  ｍ
 土壌：(平均)       mm 

硬度      mm～    mm 
斜面の 

状  況 

（切土） 土質：
 

方 向：
 

斜面積：       ㎡
 

勾配：   度～  度
 

斜面長：  ｍ～  ｍ
 酸度：(平均)       

(ph)        ～ 

生 育 

基 盤 

斜面の 

状  況 

(盛土材料） 土質：
 肥 沃 度： 

(有害物質) 
斜面積：       ㎡

 

周辺植物 

の 種 類、 

群落特性 

 

植 物 
周辺施工

地の生育

状    況 

 

動 物 動 物 害 

病 虫 害 

 

土地利用状況
  

法規制の有無
  

景観の保全性
  

土地所有者 

の  要  望 
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３．緑化計画（１） 

地区 造成森林（０～３０度未満） 

目標タイプ： 主林木：         （樹高  m） 

土地の勾配： 平坦・    度（切・盛） 
導入植物

 

肥料木： 

有効土層厚（計画）：上層    cm  下層     cm  （排水層         cm） 

生育基盤 
（客   土） 

の 造 成 
（改善方法） 

客土材の確保： 
施工方法： 
土壌改良： 
ｐｈ調整： 
排水性の改良： 
その他： 

表土の浸食

防 止 策 
有（                                 ）・無 

有 効：（上層）     cm 

土層厚  (下層)      cm 

土壌： (平均)        mm    

硬度      mm～   mm  

酸度：(平均)       

(ph)         ～ 
基盤整備後

の調査結果 
排水性：  良 ・ 普通 ・ 不良  養分の状況： 多 ・ 普通 ・ 少 

時期：                 月  本数：               本／ha 
植  栽

 
植栽方法： 

管理者： 

協定・保全管理計画書等： 

 

緑化植物の

管      理 

作業種類（実施時期・回数） 

・追   肥： 

・補  植： 

・下 刈 り： 

・つる切り： 

・除   伐： 

・その他（   ）： 
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３．緑化計画（２） 

地区 造成森林又は造成緑地（３０～４５度未満） 

目標タイプ： 主な樹種：         （樹高  m） 

斜面の勾配：          度 
導入植物

 

主な草本： 

斜面の高さ：（最大）      ｍ 小段の有無： 有（幅       ｍ）・無 

播種工の 
種  類 

 小段植栽のための 

緑化基礎工の種類 
 

土質：       勾配：               度 
土壌 ：(平均)       mm 

硬度        mm～    mm 
基盤整備後

の調査結果 
乾燥状況： 乾燥 ・ 普通 ・ 湿潤  凍結状況： 有（年   回）・無 

時期：（播種）  月 （植栽）   月  植栽本数：              本／ｍ 播種及び 

小段植栽 植栽方法： 

管理者： 

協定・保全管理計画書等： 

 

緑化植物 
の 管 理 

作業種類（時期・回数） 

・追   肥： 

・補  植： 

・下 刈 り： 

・除  伐： 

・つる切り： 

・その他（   ）： 

                                                   

３．緑化計画（３） 

地区 造成緑地（４５度以上） 

目標タイプ： 主な草本：          
斜面の勾配：          度 

導入植物
 
つる植物類： 

斜面の高さ：（最大）      ｍ 小段の有無：有（幅       ｍ）・無 

播 種 工 
の 種 類 

 小段植栽のための 

緑化基礎工の種類 
 

土質：      勾配：             度 
土壌 ：(平均)       mm 

硬度        mm～    mm 
基盤整備後

の調査結果 
乾燥状況： 乾燥 ・ 普通 ・ 湿潤  凍結状況： 有（年   回）・無 

時期：（播種）  月 （植栽）   月  植栽本数：              本／ｍ 
播種及び 

小段植栽 植栽方法： 

管理者： 

協定・保全管理計画書等： 

 

緑化植物 
の 管 理 

作業種類（時期・回数） 

・追   肥： 

・補  植： 

・その他（   ）： 
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